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市
政
の
現
場
に
自
然
の
力
を

公立幼稚園での3年保育や給食の実施を

　
民
　
政
　
会
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
職
員
給
与
（
特
別
職
含
む
）
の
削

減
に
つ
い
て

問　

国
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

の
一
環
と
し
て
、
人
事
院
の
勧
告
に
よ

ら
ず
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を
役
職
に

よ
り
５
〜
10
％
削
減
す
る
法
案
を
考
え

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
本
市
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

閣
議
決
定
で
、
地
方
公
務
員
も
同

様
の
対
応
を
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

国
税
庁
の
統
計
に
よ
る
と
、
平
成

21
年
の
民
間
被
雇
用
者
の
平
均
年
収
は

４
３
７
万
円
、
本
市
職
員
の
平
均
年
収

は
６
８
０
万
円
と
約
２
４
０
万
円
も
多

い
。
独
自
に
市
内
事
業
所
の
被
雇
用
者

の
給
与
実
態
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　一般質問は、6月10日、13日および
14日の3日間、20人の議員によって行わ
れました。
　質問は、震災対策や教育に関するもの
をはじめ、市政全般にわたり、活発な議
論が展開されました。
（質問者の文責により、質問と答弁の要
旨を掲載）

　
市
　
政
　
会
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
の
本
市

の
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　

被
害
が
少
な
い
場
合
で
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

今
回
の
経
験
を
参
考
に
、
関
係
団

体
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

被
災
者
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
き

め
細
や
か
な
対
応
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

避
難
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
力
・
地
域
力

を
生
か
し
た
支
援
活
動
を
し
て
い
き
た

い
。

問　

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り
に
く

い
地
域
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の
取
り
組

み
や
改
善
点
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

緊
急
情
報
メ
ー
ル
な
ど
情
報
伝
達

手
段
の
多
様
化
を
図
り
、
難
聴
対
策
を

講
じ
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

問　

女
性
の
視
点
で
の
避
難
所
運
営
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

地
区
配
備
隊
の
中
に
、
女
性
職
員

に
よ
る
被
災
女
性
相
談
担
当
を
設
置
し
、

相
談
、
助
言
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

問　

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
に
対
応
す
る
取

り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

災
害
時
動
物
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
手
引
き
の

活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

防
災
指
導
員
研
修
会
、
自
治
会
単

位
で
の
講
習
会
、
各
種
団
体
の
講
習
会

な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
紹
介
し
て
い

る
。
手
引
き
の
配
布
と
内
容
を
説
明
し
、

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
秦
　
政
　
会
　
　
　
髙
橋
　
照
雄

一
　
学
校
給
食
の
食
材
に
つ
い
て

問　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
放
射
性
物
質
で
食
材
が
汚
染
さ

れ
た
場
合
、
食
事
に
よ
る
内
部
被
爆
が

懸
念
さ
れ
る
。
特
に
子
ど
も
は
、
少
な

い
線
量
で
も
影
響
が
大
き
く
、
学
校
給

食
の
安
全
性
に
不
安
を
抱
く
保
護
者
も

多
い
。
地
場
産
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
農
産
物
を
食
材
に
使
用
し
て

い
る
が
、
安
全
性
に
問
題
は
な
い
か
。

答　

食
材
は
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
や
農
業
団

体
の
ほ
か
、
市
や
県
の
学
校
給
食
会
を

通
じ
て
購
入
し
て
い
る
。
食
品
衛
生
法

に
基
づ
く
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
も
の

は
な
く
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、

よ
り
一
層
の
安
全
を
考
え
、
食
材
の
洗

浄
強
化
を
各
小
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。

二
　
公
立
幼
稚
園
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　

公
立
幼
稚
園
は
小
・
中
学
校
に
隣

接
し
た
好
立
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就

園
率
は
約
50
％
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

保
護
者
か
ら
の
要
望
が
特
に
高
い
３
年

保
育
や
給
食
を
実
施
す
る
な
ど
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

保
護
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
３
年
保
育
や
給
食
の
要
望
が
高

い
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。
管
理
運
営

費
の
増
加
や
施
設
の
増
改
築
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
公
立
幼
稚
園
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

諸
課
題
を
理
由
に
先
送
り
と
す

る
の
で
は
な
く
、
民
間
の
活
用
を
含
め

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
、

交
流
給
食
の
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
「
職
員
の
海
外
派
遣
研

修
に
つ
い
て
」
の
質
問
を
し
た
。

　
日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

問　

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
放
射
線
量
の
独
自
測
定
を
早

急
に
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
の
測
定
で
安
全
が
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
独
自
測
定
の
考
え
は
な
い
。

問　

消
防
力
の
整
備
は
国
の
基
準
に
対

し
、
署
員
数
84
％
、
予
防
員
数
51
％
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
数
75
％
で
あ
り
、

基
準
に
達
し
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

答　

職
員
の
充
足
率
は
82
％
で
あ
り
、

状
況
に
応
じ
て
各
要
員
の
相
互
協
力
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
、
こ
こ
で
１
台
購
入
す
る
た
め

充
足
率
は
87
・
５
％
に
向
上
す
る
。

問　

停
電
時
に
必
要
な
非
常
用
自
家
発

電
装
置
が
、
被
害
応
急
対
策
拠
点
の
水

道
局
、
建
設
部
、
消
防
署
西
・
大
根
分

署
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

答　

水
道
局
は
、
休
止
中
の
取
水
場
に

あ
る
自
家
発
電
装
置
の
活
用
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。
建
設
部
は
、
設
置
に
向

け
た
検
討
を
始
め
て
い
る
。
西
・
大
根

分
署
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
の
発
電
機
か
ら

電
源
が
供
給
で
き
る
改
修
を
し
て
い
る
。

問　

水
道
水
の
放
射
性
物
質
の
測
定
は
、

全
て
の
配
水
場
と
水
源
で
行
う
べ
き
で

あ
る
。
独
自
に
測
定
器
を
購
入
し
、
測

定
値
を
公
開
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

全
て
の
測
定
は
困
難
だ
が
、
効
率

的
に
検
査
で
き
る
機
関
が
あ
れ
ば
強
化

し
た
い
。
測
定
器
は
、
先
進
自
治
体
の

導
入
効
果
な
ど
を
検
証
し
た
い
。

問　

放
射
能
に
よ
る
茶
葉
や
農
産
物
の

風
評
被
害
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

国
に
対
し
、
補
償
の
迅
速
な
対
応

に
つ
い
て
の
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
民
　
政
　
会
　
　
　
神
倉
　
寛
明

一
　
安
心
・
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

問　

震
災
に
備
え
て
の
対
応
に
つ
い
て
、

①
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
、
②
活

断
層
付
近
の
震
災
対
策
は
、
③
小
・
中

学
校
に
お
け
る
避
難
訓
練
は
、
④
避
難

所
運
営
の
検
証
は
、
⑤
帰
宅
困
難
者
に

対
す
る
対
策
は
ど
う
か
。

答　

①
県
の
地
震
災
害
対
策
検
討
会
議

を
基
に
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
た
い
。

②
断
層
活
動
の
予
測
は
困
難
だ
が
、
防

災
講
習
会
な
ど
で
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。
③
消
防
計
画
に
基
づ
き
訓
練

を
行
い
、
身
の
守
り
方
や
安
全
確
保
に

つ
い
て
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

④
検
証
は
難
し
い
が
、
図
上
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
避
難
所
運
営
の
向
上
を
図

り
た
い
。
⑤
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

東
日
本
大
震
災
時
の
学
校
で
の
問

　
秦
　
政
　
会
　
　
　
村
上
　
　
茂

一
　
園
芸
療
法
に
つ
い
て

問　

農
作
業
や
花
を
育
て
観
賞
す
る
と

い
う
園
芸
活
動
の
中
に
は
、
人
の
五
感

に
訴
え
る
も
の
や
生
活
に
必
要
な
運
動

機
能
が
含
ま
れ
て
い
る
。
園
芸
療
法
と

は
、
こ
の
よ
う
な
園
芸
活
動
の
持
つ
特

性
を
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
心
身
の

リ
ハ
ビ
リ
や
癒
し
、
社
会
復
帰
の
助
け

な
ど
に
役
立
て
る
療
法
だ
が
、
認
知
症

予
防
の
観
点
か
ら
、
高
齢
社
会
の
対
応

策
と
し
て
園
芸
療
法
事
業
を
展
開
し
て

は
ど
う
か
。

答　

感
情
の
高
揚
や
生
き
る
意
欲
を
与

え
ら
れ
る
園
芸
療
法
は
、
高
齢
者
の
認

知
症
予
防
対
策
と
し
て
有
効
と
考
え
る
。

関
係
団
体
や
関
連
部
署
と
調
整
し
な
が

ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
展
開
が
で

き
る
か
検
討
し
た
い
。

二
　
大
倉
高
原
山
の
家
に
つ
い
て

問　

昨
今
、
若
い
女
性
に
登
山
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
、
「
山
ガ
ー
ル
」
と
い
う
言

葉
も
生
ま
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
に
丹

沢
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
息
の
長

い
観
光
振
興
を
図
る
上
で
、
公
衆
ト
イ

レ
を
含
め
、
老
朽
化
し
た
大
倉
高
原
山

の
家
の
改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

築
年
数
が
60
年
を
超
え
て
お
り
、

利
用
者
の
利
便
性
、
耐
震
性
を
考
慮
す

る
と
、
建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ
る
必

要
が
あ
り
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
環
境

面
、
衛
生
面
か
ら
改
修
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
大
倉
尾
根
の
新
た
な
観
光

拠
点
と
し
て
、
青
少
年
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
自
然
学
習
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

の
場
と
な
り
、
登
山
も
ハ
イ
キ
ン
グ
も

楽
し
め
る
多
目
的
施
設
と
し
た
い
。

答　

人
事
院
の
調
査
に
基
づ
い
て
対
応

し
た
い
。

二
　
東
日
本
大
震
災
の
本
市
行
政
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て

問　

平
成
23
年
４
月
18
日
か
ら
26
日
ま

で
、
岩
手
県
釜
石
市
で
支
援
活
動
を
し

て
感
じ
た
が
、
内
陸
部
の
岩
手
県
遠
野

市
と
三
陸
沿
岸
諸
都
市
の
間
の
連
携
が

実
に
見
事
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も

広
域
の
都
市
間
防
災
協
定
を
締
結
し
て

お
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

広
域
連
携
は
必
要
で
あ
り
、
今
回

の
大
震
災
を
教
訓
に
、
体
制
強
化
に
向

け
て
相
互
応
援
協
定
が
結
べ
る
よ
う
な

自
治
体
と
の
調
整
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

要
望　

遠
野
市
に
は
発
災
後
３
日
間
で

５
０
０
０
人
の
自
衛
官
が
集
結
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
手
本
に
し
て
ほ
し
い
。

一 般 質 問会議録の検索・閲覧
　市議会では、ホームページで
会議録検索システムを導入して
います。本議会における一般質
問、議案審議をはじめ、常任委
員会および特別委員会の会議録
を検索・閲覧することができま
す。議会だよりでは、紙面の都
合上、一般質問や議案審議の要
旨の報告となりますが、会議録
検索システムでは、発言のすべ
てを検索・閲覧することができ
ますので、ぜひご利用ください。
（第２回定例会の会議録は、８
月の下旬からご覧いただけま
す。）

民
間
被
雇
用
者
平
均
年
収
437
万
円

　
秦
野
市
職
員
平
均
年
収
680
万
円

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

　
危
機
管
理
体
制
強
化
を
図
れ

柔
軟
な
発
想
で
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

公
立
幼
稚
園
の
就
園
率
向
上
を
図
れ

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め

市
独
自
に
校
庭
の
放
射
能
測
定
を
せ
よ

大
震
災
に
備
え
万
全
の
対
策
を
立
て

市
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
せ
よ

題
点
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

下
校
指
導
、
発
災
時
の
安
全
確
保
、

引
き
取
り
訓
練
の
在
り
方
な
ど
を
再
検

討
し
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

東
日
本
大
震
災
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
①
校
庭
や
市
内
で
の
放
射
線
量
の

測
定
と
情
報
公
開
は
、
②
放
射
線
量
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
と
し
て
の
議
論
は
、

③
屋
外
プ
ー
ル
に
お
け
る
放
射
線
濃
度

の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

①
県
に
観
測
ポ
イ
ン
ト
の
増
設
と

公
表
を
要
望
し
た
。
②
県
の
安
全
通
知

を
基
に
協
議
し
、
市
長
部
局
と
統
一
的

に
対
応
し
て
い
る
。
③
県
の
公
表
値
が

安
全
な
数
値
で
あ
る
た
め
、
各
学
校
に

指
示
は
出
し
て
い
な
い
。

要
望
　
県
内
で
は
プ
ー
ル
汚
泥
の
放
射

能
検
査
を
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
の
健
康
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。大倉高原山の家の改修を


